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運転中  絶対やめてね  携帯電話

　　　　　　　　　　　　　　　　望
も ち づ き あ や の

月綾乃 （韮山南小）

すぐ前を　見てくださいね　小さな手

　　　　　　　　　　　　　　　　松
ま つ も と ち な つ

本千夏 （大仁小）

交差点　しっかり止まろう　事故なしへ

　　　　　　　　　　　　　　　　小
お ざ わ な お と

澤尚斗 （長岡北小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ

問合せ　安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

高
齢
者
・
歩
行
者
の
事
故
防
止
へ

高
齢
者
の
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト　

第
９
号

市
交
通
指
導
員
会
が
反
射
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
等
配
布

架
空
請
求
メ
ー
ル
に
ご
注
意
を

（
文
と
絵
）
司
法
書
士　

山
田
茂
樹

消費者相談　9／６・１３・２１・２７の各午前９時～午後３時 　問合せ  観光商工課　☎０５５‐９４８‐１４８０

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 

27○

大
仁
警
察
署
管
内
に
お
け
る
本
年
、
７
月
20
日
現
在

の
人
身
事
故
発
生
件
数
は
３
４
０
件
で
、
そ
の
う

ち
高
齢
者（
65
歳
以
上
）が
起
こ
し
た
人
身
事
故
は
82
件
、

全
体
の
約
24
％
に
当
た
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
最
も
多
い
事
故
形
態
は
、
相
変
わ
ら
ず
追

突
事
故
と
交
差
点
で
の
出
会
い
頭
事
故
で
す
。
特
に
最

近
は
、
路
地
を
含
む
交
差
点
で
の
右
左
折
時
の
事
故
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
新
聞
に
「
静
岡
県
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
合
図
を
出

さ
ず
に
曲
が
っ
た
り
、
左
折
す
る
時
大
き
く
膨
ら
ん
で

曲
が
る
運
転
が
目
立
ち
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
」
と
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
他
人
の
事
に

構
わ
ず
自
分
勝
手
な
運
転
を
す
る
人
が
多
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

道
路
交
通
法
で
は
、
進
路
変
更
す
る
場
合
、
そ
の
３
秒
前

か
ら
ウ
イ
ン

カ
ー
（
合
図
）

を
、
さ
ら
に

右
左
折
す
る

時
は
、
そ
の

手
前
30
ｍ
地

点
か
ら
合
図

を
出
す
よ
う

規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の

基
本
的
な
こ

と
を
順
守
し

な
い
運
転
に

よ
り
、
自
ら

交
通
事
故
を

招
い
て
い
る
こ
と
を
今
一
度
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。
な
お
、
交
差
点
で
左
折
す
る
際
、
一
旦
右
に
大
き
く
膨

ら
ん
だ
後
左
折
す
る
行
為
は
、
道
路
左
端
を
直
進
す
る
バ
イ

ク
や
自
転
車
を
巻
き
込
む
危
険
が
あ
り
ま
す
。
伊
豆
の
国
市

内
の
道
路
は
片
側
１
車
線
な
の
で
左
折
時
に
お
け
る
巻
き
込

み
は
事
故
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
片
側
２
車
線
道
路
で
は

巻
き
込
み
事
故
が
多
く
発
生
し
て
お
り
非
常
に
危
険
な
運
転

行
為
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
安
全
協
会
大
仁
支
部
）

右
左
折
の
合
図
は
的
確
に
！

秋の全国交通安全運動

とき　９月 21日（火）～ 30日（木）
　　　　　　　　　　　　の 10日間
　市の重点施策は、「高齢者及び歩行
者の交通事故防止」です。運転する
方は、狭い道でなどで歩行者を見か
けたら、徐行するなどゆとりを持っ
た運転に心がけてください。また、
歩いて夜間に外出する時は、明るい
服装に反射材を身につけて外出する
など、交通事故に遭

あ

わないよう努め
てください。
問合せ　安全対策課
　　　　電話 055 ‐ 948 ‐ 1412

夏
の
交
通
安
全
県
民

運
動
期
間
中
の
７

月
13
日
、
市
交
通
指
導

員
会
は
、
伊
豆
保
健
医

療
セ
ン
タ
ー
で
交
通
安

全
チ
ラ
シ
と
反
射
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
等
の
配
布
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

大
仁
警
察
署
、
交
通
安

全
協
会
の
協
力
に
よ
り

行
わ
れ
、
高
齢
者
が
関
連
し
た
事
故
、
歩
行
者
事
故
防
止
を

目
的
に
、
交
通
事
故
に
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
も
の
で

す
。
ま
た
病
院
前
の
道
路
で
は
、
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
を
掲

げ
、
横
断
指
導
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
豆
の
国
市
交
通
指
導
員
会
）

「
こ
の
請
求
を
放
置
し
た
場
合
は
裁
判
に
す
る
」「
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
」
な
ど
の
文
言
で
、
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
料
金
を
請
求
さ
れ
る

架
空
請
求
。
こ
れ
ら
は
従
来
、
ハ
ガ
キ
で
郵
送
さ
れ
て
く
る
方
式
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
最
近
は
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
等
に
よ
っ
て
請
求
が
な
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

身
に
覚
え
が
な
い
架
空
請
求
は
、
放
置
す
る
の
が
最
善
の
方
法
で
す
。
差
し

押
さ
え
を
す
る
た
め
に
は
裁
判
等
を
起
こ
す
必
要
が
あ
り
、
請
求
メ
ー
ル
を
無

視
し
た
か
ら
と
い
っ
て
差
し
押
さ
え
な
ど
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

身に覚えがない架空請求は放置
するのが最善の方法！

　

し
か
し
、
請
求

が
来
て
心
配
だ
、

怖
く
て
支
払
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う

よ
う
な
場
合
は
、

市
役
所
等
に
早
め

に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

採　用／平成 23年４月１日（金）予定
申込み／ 9 月 6日（月）～ 24日（金）
　① 市指定の試験申込書（受験票裏面に 50円切手を貼付）
　②市指定の履歴書（写真貼付）
　③卒業証明書または卒業見込証明書
　④住民票１通
　⑤ 自分の宛先を明記し 80 円切手を貼付した返信用
の長３封筒（235 ｍｍ× 120 ｍｍ）１枚

　＊ 上記書類を、申し込み期間中に総務課（伊豆長岡
庁舎）へ持参または郵送（当日消印有効）で提出
してください。

　＊ 申込書の記入もれなど書類不備がある場合は不適
合とし、受験通知書は交付しません。

　＊提出書類は、結果等にかかわらず返却しません。
　＊ 提出された情報は、試験以外の目的には使用しま
せん。

伊豆の国市職員募集

平成 23年 4月 1日採用予定

試験職種 採用予定人数 年齢要件等 受験資格

幼稚園教諭
および保育士

若干名
両方の資格を持っている人又は平成 23年
3月資格取得見込みの人で、昭和 56年 4
月 2日以降に生まれた人

①日本国籍を有する人
② 地方公務員法第 16 条の欠格
条項に該当しない人

管理栄養士 １人 有資格者で、昭和 51 年 4 月 2 日以降に
生まれた人

試験のとき・ところ／
　第１次試験 ･･･10 月 17 日（日）伊豆長岡庁舎
　　　　　　　　9:30 ～ 10:30 教養試験（五肢択一式）、
　　　　　　　　10:45 ～ 12:15 専門職試験（論述式）
　第２次試験 ･･･11 月 17 日（水）富士美幼稚園
　　　　　　　　9:00 ～給食終了まで
　　　　　　　　　　　　　（幼稚園教諭・保育士のみ）
　第３次試験 ･･･ 面接試験（幼稚園教諭・保育士の第２

次試験合格者および管理栄養士の第１
次試験合格者のみ実施）

　＊採用内定者にはオリエンテーション実施予定。
　＊ 卒業見込みの人が卒業できなかった場合は、採用内
定を取り消します。

申込み・問合せ　〒 410-2292 伊豆の国市長岡 340-1
　　　　伊豆の国市役所総務課　☎ 055-948-1411


